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降雨による崩壊が多発した地域の地質－広域的ハザード評価に向けて－ 
 
 
                 〇千木良雅弘 

 
１．はじめに 
豪雨による崩壊災

害の場合，特定地質

の地域に小規模なも

のが多発することが

多い。これは，小規

模な崩壊の場合，素

因が斜面表層に形成

される風化帯構造に

あることが多く，そ

れは地質による特性

を持つからである。 
筆者らは，既往の

災害経験を分析し，

また，研究が立ち遅

れている風化帯構造

に関する研究を進め

ている。その途中段

階でのとりまとめが

右表である。 
２．崩壊の群発した

地質 
右表に示したよう

に，堆積性軟岩，火

砕物，および深成岩

のうち花崗岩類の地

域で崩壊が群発して

きている。それらの

原因は，多くの場合，

斜面表層部が高透水

層，深部が不透水層

で，両者の間が不連続面となるような構造が風化

によって形成されていることであった。シラスの

場合には，表層部が風化によって細粒となり，毛

管障害現象によって風化帯の重量が増加するこ

とが崩壊の原因と推定される。2003 年に崩壊が
多発した水俣と菱刈地区では，風化によらない初

生的地質構造が，不透水層の上に高透水層が載る

構造であったことが崩壊多発の素因であった。 
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３．広域的ハザード評価の見通し 
地質による風化帯構造の特性や特殊な地質構

造が崩壊群発の原因になっていることが明らか

になりつつあり，崩壊に対する危険性の評価を地

質に基づいて広域的に行うことが可能になる見

通しが得られた。また，このことと土壌雨量指数

とを組み合わせることによって，より精度の高い

防災情報を提供できる可能性もある。 
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